
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月号 
平成 31年 1月 25日発行 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
よ
り
、
木
曽
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
諸
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
展
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の

増
加
、
核
家
族
化
な
ど
の
地
域
社
会
や
家
族
形
態
の
変
化
に
と
も
な
い
、
家

庭
・
家
族
の
自
助
力
や
介
護
力
が
低
下
し
て
い
る
昨
今
で
は
、
介
護
保
険
制
度

を
代
表
と
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
社
会
的
孤
立
や

貧
困
、
日
常
生
活
の
困
難
さ
な
ど
深
刻
な
福
祉
・
生
活
課
題
も
増
え
て
い
ま

す
。 こ

う
し
た
こ
と
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
は
、
公
的
な
制
度
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
や
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
町
に
暮
ら
す
皆
さ
ま
が
「
我
が
事
」
と
と

ら
え
、
普
段
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
顔
の
見
え
る
関
係
の
な
か
で
お
互
い
に

支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
が
大
切
と
な
り
ま
す
。 

 

木
曽
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
本
年
度
も
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
者
就
労
支
援
な
ど
こ
の
町
に
必
要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
加
え
、
地
域
の
福
祉
・
生
活
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お
互

い
に
支
え
あ
い
、
心
の
通
じ
た
人
間
関
係
を
大
切
に
し
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
福
祉
関
係
者
の
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
も
本
協
議
会
の
事
業
推
進
に
対
し
、
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

会
長 

古
幡 

太
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★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：平成３１年２月１３日（水） １３：００～１６：００まで 

場    所：日義 農村環境改善センター 

主な相談内容：法律相談(司法書士による)･心配ごと相談･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。  

法律に関する相談を希望される方は、２月１２日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まい

さぽ木曽と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。  

  

 

✿サロンとはこんな集まり 

 サロンとは、 

地域の住民同士が交流を深めるためのつどいの場。 

普段暮らしていても住民同士顔を合わせる機会が無

かったり、話すらしたことがない人もいたり・・・ 

 住み慣れた地域でいきいきと暮らせるように、気軽に

集まれる地域の居場所。それがサロンです。 
 

✿サロンのメリット 

 ・生きがいができる 

 ・新しい知識・経験を養える 

 ・地域で仲間が増える 

 ・身近な場所に出かける場ができる 

 ・適度に体を動かして健康 UP！ 

 ・顔の見える関係ができ、地域の絆が深まる 

 ・安心・安全な地域になる 
 

✿サロンではこんなことをしています！  

・茶話会（メインの活動です！） 

・軽体操 

 ・調理や会食 

 ・手工芸（折り紙・寄せ植え 等） 

 ・ミニ講話（健康・栄養・防犯 等） 

内容は参加者の皆さんで相談しながら決めています。 

【地域の方が集うサロンは 支え合いの第一歩！】 

・いつも顔を合わせるあの人、最近元気がないみたい… 

・いつも集まりに来ているのに最近出てこないけど、どうしたのかな… 

 そう気にかけられるのは、地域で顔の見える関係ができているからです。 

 顔を合わせて話をする機会が多いと、地域の方々が気に掛け合う安心・安全な地域になります。 

 “誰もが安心して暮らせる地域づくり”を目指して、木曽町社協はサロン活動を応援します‼ 
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